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女子少年院の様子をとらえたドキュメンタリー映画『記憶』を観まし

た（10月 23日 なみきスクエアホール 主催：福岡市保護司会連絡協議

会）。女子少年院の中にカメラが入り、（少年院を管轄している法務省の

許可を得て）撮影。これまで女子少年院の中をこれほどまでに撮

影をしたものはなく、少年院の矯正教育や生活実態（といっても

その一部ですが）を知ることができました。この映画の監督の中

村すえこさんは、4 人の少女から話を聞き、それぞれのかつての

「記憶」をひも解いていきます。映画では、話してくれた記憶を

もとに再現ドラマが作られ、聞き取りの場面と再現ドラマが交互

に登場する構成になっていました。4 人の歩んで来た道は様々で

すが、非行そして犯罪を犯した経緯は本人の責任だけではない、

彼女たちを取り巻く環境に起因しているのを痛感しました。彼女

たちは、事件を起こし女子少年院に入るという加害者であるので

すが、虐待、放任、貧困等の中で育つという被害者でもあったこ

とを映画は伝えていました。 

映画の上映後同じ会場で、大阪で保護司をしている狩野修さん

がコーディネーターとなり、監督の中村すえこさんと福岡県警青

少年育成指導官の堀井智帆さんによるパネルディスカッション

が行われました。 

監督の中村さんは、少女時代に暴走族のリーダーでした。傷害事件を起こし少年院へ送致。出所後、暴走

族に戻ったのですが、かつての仲間からは受け入れら

れず、その後今度は覚せい剤に手を出し、再び逮捕さ

れ少年院へ。そうした経験を持つ中村さんが更生し、

「セカンドチャンス」という少年院出院者同士が経験

や将来の希望を分かち合って、仲間として共に成長し

ていくことを目的とした団体を立ち上げ、今日に至っ

ていること、スクリーンに少年院を出た後、決して順

風満帆の歩みをしていない少女たちを登場させたが、

出てきてからの支援の

重要性を伝えたかった

と聴衆（ほとんどが保護司とその関係者）に伝えてくれました。また、堀江さ

んは、映画に登場する出所者を受け入れている支援施設が、必ずしもうまくい

っていないが、それも実際の姿であること、そうした中でもやはり支援の体制

を整えていかなければならないと話されました。 

最後に、中村さんが、映画に登場している佳奈さん（仮名）のその後のこと

を、最近出版された本（『女子少年院の少女たち』さくら舎）の中に書いていま

すので、ぜひ読んでくださいと言われ、会場の入り口で購入し、現在読んでい

ます。 
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